
 

 

 

参加方法：右の 2 次元コードから参加登録、または下記メールあてに氏名・所属・ 

連絡先を記載の上お申し込みください。【定員 90 名・無料】 

主催：公益社団法人北海道国際交流・協力総合センター（HIECC） 

後援：北海道、北海道経済連合会、北海道新聞、北東アジア学会 ほか 

第 9 回北海道で考える北東アジア国際情勢シンポジウム 
 

日時：2021 年 3 月 15 日(月)14:00-16:00 

形式：オンライン開催（ZOOM ウェビナー） 

基調報告： 
①「米国の対中国政策と日中関係を考える」 

環日本海経済研究所 主任研究員北東アジア学会 会長 三 村 光 弘  氏 

②「米国の対韓国政策と日韓関係を考える」 

北海道大学公共政策大学院 専任講師  池    直 美  氏 

③「米国の対北朝鮮政策と日朝関係を考える」 

日本大学国際関係学部    准 教 授  川 口 智 彦  氏 

ディスカッション 

  コーディネーター    HIECC 客員研究員   高 田  喜 博  氏 

「トランプからバイデンへ ～米国の北東アジア戦略を考える～」 

 2017 年 1 月に就任したトランプ大統領は、3 回にわたり米朝首脳会談を行い、 

中国との対決姿勢を示して「貿易戦争」など、北東アジアに大きな影響を与えました。 

そうした政策の半ばで、2021 年 1 月にバイデン新大統領が就任しました。そこで、 

今回のシンポジウムでは、これまでのトランプ政権の北東アジア政策を総括するととも 

に、新しく発足したバイデン政権の北東アジア戦略を展望しながら、今後の日本の  

北東アジアにおける役割について考えます。 

お問合せ先： HIECC 情報企画部（担当：角張・高田） 

☎011-221-7840 ✉ rchdiv@hiecc.or.jp 


